
■
白
石
市
教
育
委
員
会
博
物
館
建
設

準
備
室
第
11
回
企
画
展

「
特
別
公
開　

遠
藤
家
文
書
の
世
界
〜
戦
国
編
〜
」

　

初
公
開
資
料
を
約
10
点
展
示
。

・
日
時　

11
月
19
日（
土
）〜
12
月
18

日（
日
）９
時
〜
17
時

・
場
所　

白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
２
階
展
示
室
内

■
仙
台
市
博
物
館
企
画
展

「
戦
国
時
代
に
お
け
る
伊
達
氏
の
外
交
資
料
」

　

伊
達
家
文
書
や
斎さ
い
と
う藤

報ほ
う
お
ん恩

会
遠
藤

山
城
文
書
約
10
点
を
展
示
。

・
日
時　

11
月
29
日（
火
）〜
平
成
24

年
１
月
15
日（
日
）　

　
９
時
〜
16
時
45
分（
入
場
は
16
時

15
分
ま
で
）

・
場
所　

仙
台
市
博
物
館
常
設
展
示
室

・
入
場
料　

大
人
４
０
０
円

※
12
月
11
日（
日
）13
時
30
分
か
ら
、 

佐さ
さ
き
々
木
徹と
お
る

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
。

■
講
演（
敬
称
略
）

「
資
料
発
見
の
経
緯
」

　

佐さ

藤と
う

大だ
い
す
け介（

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
歴
史
資

料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）

「
遠
藤
家
文
書
と
伊
達
氏
の
外
交
」

　

菅か
ん

野の

正ま
さ
み
ち道（

仙
台
市
博
物
館
市
史
編
さ

ん
室
長
）

「
大
名
・
国
衆
と
伊
達
氏
」

①
「
葛か

西さ
い

・
最も

上が
み

・
黒く
ろ
か
わ川
・
白し
ろ
と
り鳥
」

　

遠え
ん
ど
う藤
ゆ
り
子（
弘
前
学
院
大
学
専
任
講
師
）

②
「
葦
名
」　

　

高た
か
は
し橋
充み
つ
る（

福
島
県
立
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

③
「
佐
竹
」

　

佐さ

さ

き
々
木
倫み
ち
あ
き朗（

大
正
大
学
准
教
授
）

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
敬
称
略
）

「
遠
藤
家
文
書
に
見
る
戦
国
大
名
の
外
交
」

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

柳や
な
ぎ

原は
ら

敏と
し
あ
き昭（

東
北
大
学
大
学
院
教
授
）

　

七な
な

海み

雅ま
さ

人と
（
東
北
学
院
大
学
教
授
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　

菅
野
正
道
、
遠
藤
ゆ
り
子
、
高
橋

充
、
佐
々
木
倫
朗

　

平
成
21
年
に
市
内
で
発
見
さ
れ
た
仙せ
ん
だ
い
は
ん

台
藩
重じ
ゅ
う

臣し
ん

遠
藤
家
文
書
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
白

石
古
文
書
の
会
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
協
力
に
よ
り
整
理
が
進
み
、
本
年
３
月
11
日
、
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
中
に
は
、
戦
国
時
代
の
文
書
が
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
伊だ

て達
を
取
り
ま
く
周
辺
の
戦
国
大
名
の
葦あ
し

名な

や
佐さ

竹た
け

、
最も

上が
み

な
ど
と
の
外
交
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
学
会
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者
が
、
遠
藤
家
文
書
を
通
し
て
見
え
て
く
る
「
南
奥
羽
の
戦
国
世
界
」

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ
先　

博
物
館
建
設
準
備
室  

☎
２
２
―
１
３
４
３

　

仙
台
藩
重
臣
で
家
格
は
宿し
ゅ
く

老ろ
う

。
宿

老
と
は
代
々
藩
の
奉
行（
家
老
の

こ
と
）を
勤
め
る
家
柄
で
、
原は
ら

田だ

、

津つ

だ田
が
絶
え
た
後
は
、遠
藤
の
ほ
か
、

但た
だ

木き

、
後ご

藤と
う

の
３
家
の
み
。
栗
原
郡

川
口
村（
現
在
の
栗
原
市
）を
中
心
に

石
高
は
お
よ
そ
２
、０
０
０
石
。
祖

は
伊
達
政
宗
の
父
輝て
る
む
ね宗

に
側
近
と
し

て
仕
え
た
遠
藤
基も

と
の
ぶ信

で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
幕
末
維
新
期
に
勤
王
派

と
し
て
活
躍
し
、
戊
辰
戦
争
後
は
大

参
事（
知
事
の
下
に
置
か
れ
た
役
職
）

と
し
て
藩
の
立
て
直
し
に
あ
た
っ
た

遠
藤
允さ
ね
の
ぶ信
、
そ
の
息
子
で
明
治
期
に

画
家
と
し
て
活
躍
し
た
遠
藤
速は
や

雄お

が

い
る
。

　

遠
藤
家
の
祖
基
信
は
、
主
人
輝
宗

に
「
後こ
う
ら
い来
国
家
の
大
器
た
る
べ
し
」

と
片
倉
小
十
郎
景か
げ
つ
な綱
を
推
挙
し
た
人

物
で
あ
る
。
景
綱
は
そ
の
後
伊
達
政

宗
の
側
近
く
に
仕
え
、
白
石
城
に
入

り
、
後
の
白
石
１
８
、０
０
０
石
の
礎

を
築
く
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
こ
の

基
信
の
推
挙
あ
っ
て
こ
そ
。
遠
藤
基

信
は
、
江
戸
時
代
の
白
石
繁
栄
の
影

の
恩
人
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。  

　

こ
の
よ
う
な
遠
藤
家
の
文
書
が
明

治
維
新
か
ら
１
４
０
年
以
上
を
経
た

今
、
白
石
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
ひ

と
か
た
な
ら
ぬ
縁
を
感
じ
る
。

遠
藤
基
信
と
片
倉
小
十
郎

遠
藤
家

「
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
白
石
」

 
南
奥
羽
の
戦
国
世
界　
〜
新
発
見
！　

遠え
ん

藤ど
う

家け

文
書
に
見
る
戦
国
大
名
の
外
交
〜

関
連
企
画

日
時
：
12
月
10
日（
土
）13
時
30
分
〜
17
時（
12
時
30
分
開
場
）

場
所
：
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ

◀遠
えんどう

藤山
やましろ

城宛て葦
あし

名
な

盛
もり

隆
たか

書状

　遠藤山城とは遠藤家の祖基

信のこと。差出人の葦名盛隆

は、会津地方を治めた戦国大

名葦名家の当主で、後に家臣

に襲われ若くして死亡してし

まう。

▶遠
えんどう

藤内
たくみのすけ

匠助宛て田
た

村
むら

清
きよあき

顕書状

　内匠助も同じく基信のこと。

田村清顕は伊達政宗の妻愛
めごひめ

姫の

父で、現在の福島県田村市周辺

を拠点とした戦国大名。白石市

内に墓がある。

入
場
無
料

入
場
無
料

伊達を取りまく戦国大名の外交関係が徐々に明らかに！「南奥羽の戦国世界」が今ここに

 24日（木）
に変更です

生活環境課　☎22－1314

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

びん類
（第２・第５曜日）

缶
（第３・第５曜日）

その他の
プラスチック
（第３曜日）

もやせないごみ
（第４曜日）

紙　　類
・

容器包装
プラスチック

火 月 金 木 金 月 水

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

11月のごみ収集日程は下記の通りです。ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆11月のごみ収集日予定表（日付は11月の収集日です。12月上旬の収集日も掲載しています。）

1・8・15・
22・29
(12/6)

10・17・24・
(12/1)

7・14・21・
28(12/5)

7・14・21・
28(12/5)

2・9・16・
30 (12/7)

4・11・18・
25 (12/2)

4・11・18・
25 (12/2)

1・4・8・11・
15・18・22・
25・29
(12/2・6)

7・10・14・17・21・24・28
(12/1・5)

2・7・9・10・14・16・17・
21・24・28・30
(12/1・5・7)

1・2・4・8・
9・11・15・
16・18・22・
25・29・30
(12/2・6・7)

○不忘・川原子地区のもやせるごみは、毎週水曜日に収集します（23日（水）は祝日のため収集はありません）。
○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が回収する時刻に合わせての搬出や、前夜出
しはしないでください）。
○びんは、色により３種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に入れて出してください。
○缶類とプラスチック類は、それぞれに分けて資源の袋（赤）に入れて出してください。
◎ごみ袋は中身がこぼれないようにしっかり口を結び、簡単に解けないように出してください。テープ止めは禁止です。
◎祝日に伴う収集日の変更について
　福岡・小原地区の資源ごみ（ペットボトル）は４日（金）に、市街東北本線西側地区のもやせないごみは24日（木）に収
集日が変更になります。お間違えないようお願いします。

◆ごみ集積所の使用と管理について（お願い）
　各公衆衛生組合が管理しているごみ集積所に、ほかの地域から指定日以外のごみや分別させていないごみが置か
れることが多く見受けられます。ご自分のごみは、ルールを守り、責任を持ってお住まいの地域の集積所へ出すよ
うお願いします。
◆事業系のごみの排出について（お願い）
　日ごろより、ごみの分別にご協力いただきありがとうございます。最近、集積所に飲食店などのものと思われる
ごみが排出される事案が発生しています。事業活動により生じるごみは、集積所に出すことはできません。集積所
は市民皆さまの生活で生じたごみだけを出すことができます。事業者の方は、一般廃棄物処理業許可業者とご契約
いただきますようお願いします。
※一般廃棄物処理業許可業者の一覧は「白石市くらしのガイド」や「市ホームページ」などに掲載しています。

  1日（火）
（12/6）

  7日（月）
（12/5）

  4日（金）
（12/2）

  4日（金）
（12/2）

  7日（月）
（12/5）

  2日（水）
（12/7）

18日（金） 16日（水）

28日（月） 25日（金） 28日（月）

15日（火） 21日（月）

22日（火）

8日（火）
29日（火）

9日（水）
３０日（水）11日（金）14日（月）

 ４日（金）
に変更です
（12/１）

18日（金）21日（月）

17日（木）

24日（木）

10日（木）

17日（木） 21日（月）15日（火）
29日（火）

16日（水）
30日（水）

25日（金）

11日（金） 14日（月）

18日（金）

18日（金） 21日（月）

ペットボトル
（第１曜日）

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
　●日時　11月10日・17日・24日・12月１日（すべて木曜日）　9:00 ～ 11:30および13:00 ～ 15:00（時間厳守）
　●場所　宮城県仙南保健所
　●犬・猫の引き取り手数料　生後90日以内は１頭につき400円、生後91日以上は１頭につき2,000円
　※ご不明な点は、宮城県仙南保健所までお問い合わせください。なお、犬や猫などの愛護動物を捨てた場合には、処
　　罰されることがあります。犬や猫などを飼い始めたら、最後まで責任を持って飼養するように心掛けましょう。
　　宮城県仙南保健所（大河原町字南129-1）　☎0224-53-3119

今月のごみ収集 日 Recycle InformationRecycle Information
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